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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個体の生理学的情報を表示するように構成された可視チャート部分（１０５）を有する
ユーザインターフェース（１０４）と、
　時間次元（１９０）および信号次元（１９２）を有する２次元仮想グラフ（１５４）を
提供するように構成されたグラフモジュール（１２２）であって、前記仮想グラフは、時
間間隔を示す時間次元に沿って間隔をとられた時間インジケータ（１５７、１５８、１５
９）と所定の信号スケーリングを示す信号次元に沿って間隔をとられた信号インジケータ
とを含む、グラフモジュール（１２２）と、
　時間の関数として生理学的信号を入手するように構成された波形モジュール（１２１）
であって、前記波形モジュールは、前記仮想グラフ上に前記生理学的信号に基づいて波形
をプロットするように構成される、波形モジュール（１２１）と、
　を含み、
　前記ユーザインターフェースは、前記チャート部分内に前記波形および前記仮想グラフ
を表示するように構成され、
　前記仮想グラフの前記時間インジケータおよび前記信号インジケータは、前記波形がプ
ロットされる時に記録速度で前記チャート部分内で前記時間次元に沿ってシフトし、
　前記プロットされた波形は、前記時間インジケータおよび前記信号インジケータに関し
て固定された関係を有し、前記記録速度でシフトし、
　前記波形モジュールは、前記チャート部分の可視領域外に延びる前記波形のヒストリを



(2) JP 5965650 B2 2016.8.10

10

20

30

40

50

格納するように構成され、
　前記ユーザインターフェースは、前記仮想グラフ上の参照インジケータを表示するため
に前記波形および前記仮想グラフを表示している間に第１のユーザ入力を受け取るように
構成され、
　前記参照インジケータは、前記時間次元に沿って延びて、前記第１のユーザ入力によっ
て指定された信号値を示し、
　前記ユーザインターフェースは、前記波形のヒストリを前記チャートに読出すために第
２のユーザ入力を続いて受け取って、ユーザが読み出した前記波形のヒストリを、前記指
定された信号値の前記参照インジケータと比べて見れるようにする、
生理学的情報を表示するシステム（１００）。
【請求項２】
　前記仮想グラフ（１５４）は、前記チャート部分（１０５）の領域を包含する少なくと
も１つのグラフイメージ（１７１～１７３）を含み、
　前記少なくとも１つのグラフイメージは、前記プロットされた波形（１５２）に関して
固定された関係を有し、
　前記少なくとも１つのグラフイメージは、前記波形の新しいデータ点がプロットされる
時に前記時間次元に沿って第１方向にシフトする、
請求項１に記載のシステム（１００）。
【請求項３】
　前記仮想グラフ（１５４）は、前記時間インジケータおよび前記信号インジケータ（１
５７、１５８、１５９、１６２）を有する第１および第２のグラフイメージ（１７１～１
７３）を含み、
　前記第１および第２のグラフイメージは、前記時間間隔が前記チャート部分（１０５）
にまたがって実質的に均一になるようにするために配置され、
　前記プロットされた波形（１５２）は、前記記録速度でシフトしている間に前記第１お
よび第２のグラフイメージに関して固定された関係を有する、
請求項１または２に記載のシステム（１００）。
【請求項４】
　前記波形モジュール（１２１）に通信的に結合されたセンサ（１１０）をさらに含み、
　前記センサは、前記個体から前記生理学的信号を検出するように構成される、
請求項１から３のいずれかに記載のシステム（１００）。
【請求項５】
　分析モジュール（１２３）をさらに含み、
　前記分析モジュールは、関心事象を示す前記波形（１５２）の所定のパターンを識別す
るように構成され、
　前記分析モジュールは、前記関心事象が発生したことを前記ユーザに通知するように構
成される、
請求項１から４のいずれかに記載のシステム（１００）。
【請求項６】
　前記生理学的信号は、第１タイプの生理学的信号を含み、
　前記波形（１５２）は、第１波形（３１０）を含み、
　前記ユーザインターフェース（１０４）は、第２タイプの生理学的信号に基づく第２波
形（３１２）を表示するように構成され、
　前記第１波形および前記第２波形は、前記第１波形および前記第２波形がお互いに関し
て固定された関係を有するように前記チャート部分（３０２）内で同期される、
請求項１から５のいずれかに記載のシステム（１００）。
【請求項７】
　前記生理学的信号は、心拍数、体温、血圧、呼吸数、電気活性、または子宮内圧に関係
する、請求項１から６のいずれかに記載のシステム（１００）。
【請求項８】
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　時間の関数として波形信号を入手するステップ（２０２）と、
　時間次元（１９０）および信号次元（１９２）を有する２次元仮想グラフ（３１４）に
波形（３１０、３１２）をプロットするステップ（２０４）であって、
　　前記仮想グラフは、前記時間次元に沿って間隔をとられ、時間間隔を示す時間インジ
ケータ（１５７、１５８、１５９）を含み、
　　前記仮想グラフは、前記信号次元に沿って間隔をとられ、所定の信号スケーリングを
示す信号インジケータ（１６２）をも含む、
　プロットするステップ（２０４）と、
　ユーザインターフェース（１０４）のチャート部分（３０２）内に前記仮想グラフおよ
び前記プロットされた波形を表示するステップ（２０６）であって、
　　前記仮想グラフの前記時間インジケータおよび前記信号インジケータは、前記波形が
プロットされる時に記録速度で前記チャート部分に沿ってシフトし、
　　前記プロットされた波形は、前記時間インジケータおよび前記信号インジケータに関
して固定された関係を有し、前記記録速度でシフトし、
　　前記チャート部分の可視領域外に延びる前記波形のヒストリが格納される、
　表示するステップ（２０６）と、
　前記仮想グラフ上の参照インジケータを表示するために、前記プロットされた波形およ
び前記仮想グラフを表示している間に第１のユーザ入力を受け取るステップであって、
　　前記参照インジケータは、前記時間次元に沿って延びて、前記第１のユーザ入力によ
って指定された信号値を示す、
　第１のユーザ入力を受け取るステップと、
　前記チャート部分内の前記波形のヒストリを時間次元に沿ってスクロールするために、
前記波形がプロットされている間に第２のユーザ入力を受け取って、前記波形が前記時間
次元に沿って移動する間に、ユーザが前記波形のヒストリを、前記指定された信号値の前
記参照インジケータと比べて見れるようにする、ステップと、
を含む、波形（１５２）情報を表示する方法（２００）。
                                                                      
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書の主題は、全般的にはデータを表示するシステムおよび方法に関し、より具体
的には、波形情報を表示するシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生理学的情報を表示する従来のシステムを、個体の生理学的特徴をリアルタイムで監視
するのに使用することができる。たとえば、そのようなシステムを、分娩監視、心電図記
録法、脳波記録法、筋電図記録法、電気眼振記録法、およびポリグラフィ（すなわち、う
そ発見）に使用することができる。同様のシステムを、地震活動を表示するのに使用する
こともできる。これらのシステムは、通常、視覚的インジケータ（たとえば、グリッド線
）のパターンを有するストリップペーパー（ｓｔｒｉｐ　ｐａｐｅｒ）のロール、紙のス
トリップに沿ってトレースを作る書込システム、および書込システムに接続されたセンサ
を含む。センサを、たとえば身体の所定の位置で個体に取り付けることができる。紙が所
定の速度でロールアウトされる時に、書込システムは、センサを介して入手された検出さ
れた信号を示すトレースを紙の上に作る。視覚的インジケータ、所定の速度、およびトレ
ースを、ユーザが情報をすばやく再検討し、分析できるようにするために、確立された標
準規格に従うものとすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第７４３３８２７号明細書
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【発明の概要】
【０００４】
　しかし、いくつかの場合に、システムが大量の紙を作り、ユーザがその大量の紙を再検
討することが必要になる場合がある。たとえば、臨床医が、妊娠中の状態を分析するため
に分娩監視装置の約１ｍの紙を再検討することが必要になる場合がある。この大量の紙は
、コストがかかり、管理がむずかしい可能性がある。したがって、紙を作らずにディジタ
ルビューワまたはディスプレイを介して情報を提供することが望ましい場合がある。しか
し、そのようなディジタルビューワ内に表示される情報を分析することが、むずかしい場
合がある。
【０００５】
　一実施形態では、生理学的情報を表示するシステムが提供される。このシステムは、個
体の生理学的情報を表示するように構成された可視領域を有するユーザインターフェース
を含む。このシステムは、時間次元および信号次元を有する２次元仮想グラフを提供する
ように構成されたグラフモジュールをも含む。仮想グラフは、時間間隔を示す時間次元に
沿って間隔をとられた時間インジケータと所定の信号スケーリングを示す信号次元に沿っ
て間隔をとられた信号インジケータとを含む。このシステムは、時間の関数として生理学
的信号を入手するように構成された波形モジュールをも含む。波形モジュールは、仮想グ
ラフ上に生理学的信号に基づいて波形をプロットするように構成される。ユーザインター
フェースは、可視領域内に波形および仮想グラフを表示するように構成される。仮想グラ
フの時間インジケータおよび信号インジケータは、波形がプロットされる時に記録速度で
可視領域内で時間次元に沿ってシフトする。プロットされた波形は、時間インジケータお
よび信号インジケータに関して固定された関係を有し、記録速度でシフトする。
【０００６】
　別の実施形態では、波形情報を表示する方法が提供される。この方法は、時間の関数と
して波形信号を入手することと、時間次元および信号次元を有する２次元仮想グラフに波
形信号に基づいて波形をプロットすることとを含む。仮想グラフは、時間次元に沿って間
隔をとられ、時間間隔を示す時間インジケータと、信号次元に沿って間隔をとられ、所定
の信号スケーリングを示す信号インジケータとを含む。この方法は、ユーザインターフェ
ースの可視領域内に仮想グラフおよびプロットされた波形を表示することをも含む。仮想
グラフの視覚的インジケータは、波形がプロットされる時に記録速度で可視領域に沿って
シフトする。プロットされた波形は、時間インジケータおよび信号インジケータに関して
固定された関係を有し、記録速度でシフトする。
【０００７】
　もう１つの実施形態では、生理学的情報を表示する方法が提供される。この方法は、時
間の関数として生理学的信号を入手することと、時間次元および信号次元を有する２次元
仮想グラフに波形をプロットすることとを含む。仮想グラフは、所定のパターンを有する
視覚的インジケータを含む。この方法は、ユーザインターフェースの可視領域内に仮想グ
ラフおよびプロットされた波形を表示することをも含む。仮想グラフの視覚的インジケー
タは、波形がプロットされる時に記録速度でチャート部分に沿ってシフトする。プロット
された波形は、視覚的インジケータに関して固定された関係を有し、記録速度でシフトす
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一実施形態による、波形情報を表示する例示的なシステムを示すブロック図であ
る。
【図２】２つの異なる時点の、一実施形態による仮想ストリップチャート（ｖｉｒｔｕａ
ｌ　ｓｔｒｉｐ　ｃｈａｒｔ）（ＶＳＣ）を示す図である。
【図３】一実施形態による、ユーザインターフェースの可視領域を示す図である。
【図４】図３の可視領域を示し、ユーザ選択注釈およびシステム生成通告を示す図である
。
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【図５】一実施形態によるもう１つのシステム生成通告を示す図である。
【図６】波形情報を表示する方法を示すブロック図である。
【図７】本明細書で説明されるさまざまな実施形態をコンピュータ可読媒体に格納し、配
布し、インストールできる例示的な形を示すブロック図である。
【図８】追加の波形をその上に重畳された、もう１つの実施形態に従って形成されたＶＳ
Ｃを示す図である。
【図９】追加の波形をその上に重畳された、もう１つの実施形態に従って形成されたＶＳ
Ｃを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　下で詳細に説明される例示的実施形態は、波形データまたは波形情報を表示するシステ
ム、方法、およびユーザインターフェースを提供する。波形情報は、個体から入手された
生理学的測定値、地震測定値、または環境の他の測定値に関係するものとすることができ
る。さまざまな実施形態を分娩監視に関連して説明する場合があるが、本明細書で説明さ
れる方法、システム、およびユーザインターフェースは、分娩監視に限定されない。例と
してのみ、本明細書で説明される実施形態を、とりわけ、心電図記録法、脳波記録法、筋
電図記録法、電気眼振記録法、ポリグラフィ（すなわち、うそ発見）、または地震学に使
用することもできる。本明細書で説明される実施形態によって表示される生理学的情報は
、たとえば、心拍数、体温、血圧、呼吸数、電気活性、または子宮内圧に関係するものと
することができる。波形は、通常は時間の関数としてプロットされる。
【００１０】
　本明細書で説明される実施形態は、さまざまな産業で使用される紙のストリップチャー
トに似た仮想ストリップチャート（ＶＳＣ）を生成することができる。たとえば、本明細
書で説明される実施形態は、仮想分娩監視装置、仮想心電計、仮想脳波計、仮想ポリグラ
フ、仮想筋電計、仮想電気眼振計、または仮想地震計を生成することができる。ＶＳＣを
、データベースに保存しまたは格納することができる。本明細書で使用される時に、本明
細書で説明されるシステム、方法、およびユーザインターフェースのユーザは、医師もし
くは臨床医、看護士、患者、研究者、または他のシステムを含む。ユーザは、波形情報が
生成される時にそれを再検討することができ、あるいは、ユーザは、波形情報のヒストリ
を再検討することができる。
【００１１】
　本明細書で使用される時に、単数形で具陳され、単語「ａ」または「ａｎ」が先行する
要素またはステップは、複数の前記要素またはステップの除外が明示的に述べられる場合
を除いて、複数の前記要素またはステップを除外しないものとして理解されなければなら
ない。さらに、「一実施形態」への言及は、具陳される特徴をも組み込む追加の実施形態
の存在を除外するものと解釈されることを意図されたものではない。さらに、そうではな
いと明示的に述べられる場合を除いて、特定の特性を有する１つの要素または複数の要素
を「ｃｏｍｐｒｉｓｅ（含む）」、「ｈａｖｅ（有する）」、または「ｉｎｃｌｕｄｅ（
含む）」実施形態は、その特定の特性を有しない追加のそのような要素をも含むことがで
きる。さらに、ある要素が、ある要因またはパラメータに基づくものとして説明される時
に、用語「～に基づく」は、その要因またはパラメータが唯一の要因またはパラメータで
あるものとして解釈されてはならず、その要素が他の要因またはパラメータにも基づく可
能性を含むことができる。
【００１２】
　本明細書で使用される時に、用語「波形信号」および「生理学的信号」のそれぞれは、
１タイプの信号のみまたは複数のタイプの信号を含むことができる。たとえば、生理学的
信号は、第１タイプに関係する生理学的信号（たとえば、胎児心拍数信号）および第２タ
イプに関係する生理学的信号（たとえば、子宮内圧信号）を含むことができる。複数タイ
プの波形信号が異なる波形として図示される時には、異なる波形を所定の形で同期させる
ことができる。たとえば、異なる生理学的信号を同一の時間軸に沿ってプロットすること
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ができ、その結果、ユーザは、第１タイプの生理学的信号に関連する事象または状態を第
２タイプの生理学的信号に関連する事象または状態に相関させることができるようになる
。
【００１３】
　ある種の実施形態の次の詳細な説明は、添付図面と共に読まれる時によりよく理解され
るであろう。図がさまざまな実施形態の機能ブロックの図を示す範囲までで、機能ブロッ
クは、必ずしもハードウェア回路網の間の分割を示さない。たとえば、機能ブロック（た
とえば、モジュール、プロセッサ、またはメモリ）のうちの１つまたは複数を、単一のハ
ードウェア（たとえば、汎用信号プロセッサまたはランダムアクセスメモリ、ハードディ
スク、あるいは類似物）で実施することができる。同様に、プログラムを、独立プログラ
ムとすることができ、オペレーティングシステム内にサブルーチンとして組み込むことが
でき、インストールされるソフトウェアパッケージ内の関数とすることができ、コンピュ
ータサーバから遠隔的に実行されるソフトウェアサーフェスパッケージとすることなどが
できる。さまざまな実施形態が、図面に示された配置および手段に限定されないことを理
解されたい。
【００１４】
　図１は、波形情報すなわち、より具体的には生理学的情報を表示する例示的なシステム
１００のブロック図である。システム１００は、ユーザインターフェース１０４に通信的
に結合されたコンピューティングデバイスまたはコンピューティングシステム１０２を含
む。ユーザインターフェース１０４は、システム１００がユーザに情報を表示することを
可能にし、いくつかの実施形態ではユーザがユーザ入力またはユーザ選択を提供すること
を可能にする、機器（たとえば、ユーザディスプレイ）、ハードウェア、およびソフトウ
ェア（またはその組合せ）を含むことができる。たとえば、ユーザインターフェース１０
４は、ディスプレイ１０６（たとえば、モニタ、スクリーン、タッチスクリーン、および
類似物）および入力デバイス１０８（たとえば、キーボード、コンピュータマウス、タッ
チスクリーン、および類似物）を含むことができる。いくつかの実施形態では、入力デバ
イス１０８を構成するデバイスを、ディスプレイ１０６を構成するデバイスとすることも
できる（たとえば、タッチスクリーン）。ディスプレイ１０６を、下で詳細に説明される
可視チャート部分１０５を含む可視領域を示すように構成することができる。ユーザイン
ターフェース１０４を、ユーザに照会し、システム１００のユーザからのユーザ入力を受
け入れるか受け取るように構成することもできる。
【００１５】
　システム１００を、１つのコンポーネント（たとえば、ラップトップコンピュータ）に
一体化することができ、あるいは、お互いの近くに配置されてもされなくてもよい複数の
コンポーネントとすることができる。代替実施形態では、コンピューティングシステム１
０２を、センサ１１０に通信的に結合することができ、このセンサ１１０は、個体（たと
えば、患者）からなどの測定値を検出し、その測定値を波形信号としてシステム１００に
通信するように構成される。特定の実施形態では、測定値は、生理学的測定値である。セ
ンサ１１０を、心拍数、体温、血圧、呼吸数、電気活性、または子宮内圧などの異なる生
理学的測定値を検出するように構成することができる。
【００１６】
　コンピューティングシステム１０２は、サーバシステム、ワークステーション、デスク
トップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、またはタブレットコンピュータもしく
はスマートホンなどのパーソナルデバイスを含むか、その一部とすることができる。しか
し、上記は、例にすぎず、コンピューティングシステム１０２を、他のタイプのシステム
またはデバイスとすることができる。図示の実施形態では、コンピューティングシステム
１０２は、システムコントローラ１１４を含み、システムコントローラ１１４は、コント
ローラ、プロセッサ、または他の論理ベースのデバイスを含むことができる。システムコ
ントローラ１１４は、本明細書で説明される方法を実行するモジュールを有するか、これ
に通信的に結合され得る。これらのモジュールは、波形モジュール１２１、グラフモジュ
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ール１２２、分析モジュール１２３、表示モジュール１２４、およびグラフィカル表現モ
ジュール１２５を含むことができる。モジュール１２１～１２５のそれぞれは、別のモジ
ュールの一部とするか、別のモジュールを含むことができる。たとえば、グラフィカル表
現モジュール１２５を、表示モジュール１２４の一部とすることができる。上記に加えて
、図示されていない、システムコントローラ１１４の複数の他のモジュールまたはサブモ
ジュールがあってもよい。モジュール１２１～１２５のそれぞれを、メモリまたはデータ
ベース１３０に通信的に結合し、かつ／またはたとえばインターネットまたは他の通信ネ
ットワークを介してリモートメモリまたはデータベース１３２に通信的に結合することが
できる。データベース１３０は、モジュール１２１～１２５によって共有されるものとし
て図示されているが、各モジュール１２１～１２５が、別々のメモリまたはデータベース
を有することができる。
【００１７】
　波形モジュール１２１を、波形信号を入手するように構成することができる。たとえば
、センサ１１０によって検出された測定値を、波形モジュール１２１に送ることができる
。適宜、波形モジュール１２１は、波形信号を変換しまたは変更し、その結果、それらの
信号が、さらなる操作または分析のためにシステム１００内の他のモジュールによって認
識されるようにする。たとえば、波形モジュール１２１は、波形信号を子宮内圧信号また
は胎児心拍数信号として識別し、この生理学的信号を変換するか変更することができ、そ
の結果、この信号が、他のモジュールによって子宮内圧または胎児心拍数に対応するもの
として認識されるようになる。他の実施形態では、システム１００を、センサ１１０を介
して入手された測定値がある種の測定値に関係すると仮定されるように構成することがで
きる。さらに、他の実施形態では、ユーザが、あるセンサ１１０を介して入手された信号
がある種の測定値に関係することをシステム１００に教えることができる。また、いくつ
かの場合に、波形モジュール１２１は、データベース、別のシステム、または別のデバイ
スから波形信号を受け取ることができる。たとえば、測定値が、患者からリアルタイムで
直接には検出されない場合がある。その代わりに、測定値を、フォローアップ分析または
フォローアップ研究のために格納し、波形モジュール１２１に送ることができる。
【００１８】
　グラフモジュール１２２は、波形信号の視覚的再検討および視覚的分析を容易にする２
次元仮想グラフを提供するように構成される。仮想グラフは、再検討および分析を容易に
する、その上にパターン付けされた視覚的な手がかりまたはインジケータを有する澄んだ
白またはベージュの背景を含むことができる。特定の実施形態では、仮想グラフは、時間
軸または時間次元と、信号軸または信号次元とを含むことができる。視覚的インジケータ
は、時間次元に沿って延び、経過時間の量を示す時間インジケータを含むことができる。
たとえば、時間インジケータを、規則的な所定の間隔で時間次元に沿って配置することが
できる。２つの隣接する時間インジケータは、たとえば２０秒、３０秒、または１分の経
過時間を示すことができる。例のみとして、時間インジケータを、チックまたは垂直線と
することができる。さらに、信号次元は、信号次元に沿って延び、入手された生理学的信
号の値を示す信号インジケータを有することができる。信号インジケータを、規則的な所
定の間隔で信号次元に沿って配置することができる。信号インジケータを、チック、水平
線、または他の視覚的な手がかりとすることができる。いくつかの実施形態では、グラフ
モジュール１２２は、異なるグラフイメージを格納することができる。
【００１９】
　表示モジュール１２４は、波形モジュール１２１、グラフモジュール１２２、およびグ
ラフィカル表現モジュール１２５と関連して動作することができる。いくつかの実施形態
では、表示モジュール１２４は、波形モジュール１２１およびグラフモジュール１２２を
含むことができる。表示モジュール１２４は、波形信号を表示するのに使用できるさまざ
まなパラメータを格納することができる。いくつかの実施形態では、表示モジュール１２
４は、生理学的情報の表示に関する確立された標準規格によって使用されるさまざまなパ
ラメータを格納することができる。たとえば、分娩監視に関する米国標準規格は、３０拍
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／分（ｂｐｍ）と２４０ｂｐｍとの間の垂直軸に沿った信号範囲を有する。米国スケーリ
ングは、３０ｂｐｍ／ｃｍであり、記録速度は、１ｃｍ／分、２ｃｍ／分、および３ｃｍ
／分とすることができる。その一方で、分娩監視に関する国際標準規格は、５０ｂｐｍと
２１０ｂｐｍとの間の垂直軸に沿った信号範囲を有する。国際スケーリングは、２０ｂｐ
ｍ／ｃｍであり、記録速度は、やはり１ｃｍ／分、２ｃｍ／分、および３ｃｍ／分とする
ことができる。
【００２０】
　表示モジュール１２４は、波形モジュール１２１およびグラフモジュール１２２とパラ
メータを通信することができ、その結果、波形が正しい形（たとえば、傾き、ピーク）を
有し、仮想グラフが正しいアスペクト比を有するようになる。他の実施形態では、表示モ
ジュール１２４は、波形モジュール１２１およびグラフモジュール１２２から来る命令を
パラメータに従って変更することができ、その結果、ディスプレイ１０６が、正しい波形
および仮想グラフを表示するようになる。いくつかの実施形態では、表示モジュール１２
４は、波形信号を表示するために使用すべき標準規格を識別するためにユーザに照会し、
かつ／またはある種のパラメータ（たとえば、信号スケーリング、信号範囲、または記録
速度）の値を選択するためのユーザ入力を提供するためにユーザに照会することもできる
。
【００２１】
　分析モジュール１２３は、波形信号を分析し、すべての関心事象（ｅｖｅｎｔｓ－ｏｆ
－ｉｎｔｅｒｅｓｔ）を識別するように構成される。いくつかの実施形態では、分析モジ
ュール１２３は、波形信号がプロットされる波形を生成するのに使用される前に、波形信
号を自動的に分析することができる。他の実施形態では、分析モジュール１２３は、波形
モジュール１２１によって生成されたプロットされた波形を分析することができる。たと
えば、システム１００が、子宮内圧および胎児心拍数に関係するセンサ１１０からの生理
学的測定値を受け取る時に、分析モジュール１２３は、所定のパターンが発生したかどう
かを判定するために、波形信号を直接にまたはプロットされた波形を分析することができ
る。分析モジュール１２３は、関心事象を識別するために１つまたは複数のアルゴリズム
を使用することができる。関心事象が識別される場合には、分析モジュール１２３は、警
告を生成し、またはある形でユーザに通知することができる。
【００２２】
　グラフィカル表現モジュール１２５を、システム１００の動作中にさまざまな視覚的手
がかり、仮想グラフ、および／または波形を格納するように構成することができる。グラ
フィカル表現モジュール１２５は、仮想ボタンまたは仮想タブなど、さまざまなグラフィ
カルオブジェクトを格納することもできる。グラフィカル表現モジュール１２５を、要約
レポートテンプレートを格納するように構成することもできる。
【００２３】
　データベース１３０および１３２は、システム１００のコンポーネントまたはモジュー
ルと、インターネットまたは他の通信ネットワークを介して他の遠隔配置されたシステム
のコンポーネントまたはモジュールとによって取り出すことができるデータを格納するこ
とができる。データベース１３０および１３２は、モジュール１２１～１２５の機能を達
成するためにモジュール１２１～１２５が必要とするデータを格納することができる。た
とえば、データベース１３０および１３２は、センサ１１０から入手された波形信号を格
納することができる。
【００２４】
　モジュール１２１～１２５（およびシステムコントローラ１１４）は、有形の非過渡的
なコンピュータ可読記憶媒体に格納された命令に基づいて動作する１つまたは複数のプロ
セッサ、マイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または他の論理ベ
ースのデバイスを含む。たとえば、モジュール１２１～１２５を、ハードワイヤド命令ま
たはソフトウェアアプリケーションに基づいて動作する１つまたは複数のプロセッサ内で
実施することができる。データベース１３０および１３２は、電気的消去可能プログラム
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可能読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、単純な読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラ
ム可能読取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラム可能読取り専用メモリ（ＥＰ
ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、ハードドライブ、または他のタイプのコンピュータメモリ
とするか、これを含むことができる。
【００２５】
　図２に、時刻ｔ0（符号１５０Ａによって示される）およびより後の時刻ｔ1（符号１５
０Ｂによって示される）の仮想ストリップチャート（ＶＳＣ）１５０を示す。ＶＳＣ　１
５０を、ユーザインターフェース１０４（図１）によって表示することができる。ＶＳＣ
　１５０は、仮想グラフ１５４および波形１５２を含む（例示のために、時刻ｔ0および
ｔ1の仮想グラフ１５４を、それぞれ１５４Ａおよび１５４Ｂとして参照し、時刻ｔ0およ
びｔ1の波形１５２を、それぞれ１５２Ａおよび１５２Ｂとして参照する）。時刻ｔ0に、
グラフモジュール１２２（図１）は、ディスプレイ１０６（図１）に仮想グラフ１５４Ａ
を供給することができ、波形モジュール１２１（図１）は、ディスプレイ１０６（図１）
に波形１５２Ａを供給することができる。たとえば、仮想グラフ１５４Ａおよび波形１５
２Ａを、ディスプレイ１０６に直接に供給することができ、あるいは、表示モジュール１
２４に供給することができ、表示モジュール１２４は、その仮想グラフ１５４Ａおよび波
形１５２Ａをディスプレイ１０６に供給する。同様に、時刻ｔ1に、グラフモジュール１
２２は、ディスプレイ１０６に仮想グラフ１５４Ｂを供給することができ、波形モジュー
ル１２１は、ディスプレイ１０６に波形１５２Ｂを供給することができる。
【００２６】
　しかし、仮想グラフ１５４Ａおよび１５４Ｂと波形１５２Ａおよび１５２Ｂとが、お互
いの直後に示されているのではないことに留意されたい。たとえば、波形モジュール１２
１およびグラフモジュール１２２が、時刻ｔ0と時刻ｔ1との間に複数の波形および仮想グ
ラフを供給する場合があり、その結果、ＶＳＣ　１５０が、ディスプレイ１０６を通って
滑らかに連続的に移動するようになる。より具体的には、ＶＳＣ　１５０は、書込システ
ムによってその上にトレースを書き込まれた実際のストリップペーパーに似て見える可能
性がある。
【００２７】
　図示されているように、仮想グラフ１５４は、お互いに直交する方向に延びる、時間次
元または時間軸１９０と信号次元または信号軸１９２とを有する。仮想グラフ１５４は、
波形１５２のユーザの分析を容易にする視覚的手がかりまたは視覚的インジケータのパタ
ーンを有することができる。たとえば、仮想グラフ１５４は、時間次元１９０に沿った時
間インジケータ１５８を含むことができる。図示の実施形態では、時間は、波形１５２が
右から左へ移動する時に増える。隣接する時間インジケータ１５８の間の間隔は、Δｔ1

によって示される所定の量の経過時間を表す。特定の実施形態では、時間インジケータ１
５８は、規則的な所定の間隔で離隔される。たとえば、隣接する時間インジケータ１５８
の間に経過する時間を、１０秒（または別の所定の時間期間）とすることができる。時間
インジケータ１５８を、図２の信号次元１９２に沿った方向に延びるグリッド線とするこ
とができ、あるいは、代替実施形態で、時間インジケータ１５８を、仮想グラフ１５４に
またがるパターンを与えられたドットまたは時間次元１９０に沿って配置されたチックな
どの他の視覚的手がかりとすることができる。また、特定の実施形態では、時間インジケ
ータ１５８のうちの少なくとも１つを、他の時間インジケータ１５８から視覚的に区別す
ることができる。たとえば、図２に示されているように、時間インジケータ１５７は、時
間インジケータ１５７に隣接する時間インジケータ１５９より強いまたはより暗い陰影を
有する。隣接するより強い時間インジケータ１５７の間の間隔は、１分が経過したことを
示す。
【００２８】
　やはり図２に示されているように、仮想グラフ１５４は、信号次元１９２に沿った信号
インジケータ１６２を含むことができる。信号インジケータ１６２は、所定のスケーリン
グを示すことができる。特定の実施形態では、信号インジケータ１６２は、規則的な所定
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の間隔で離隔される。たとえば、各後続の信号インジケータ１６２は、ＶＳＣの応用に応
じて、１０ｂｐｍ（拍／分）または他の所定のスケーリングの増加を示すことができる。
図示の実施形態では、信号インジケータ１６２は、時間次元１９０に沿って水平方向に延
びるグリッド線である。隣接する水平線の間の垂直間隔は、所定の量の信号変化すなわち
Δｓ1を表す。しかし、信号インジケータ１６２を、代替実施形態で、仮想グラフ１５４
にまたがるパターンを与えられたドットまたは信号次元１９２に沿って配置されたチック
などの他の視覚的手がかりとすることができる。いくつかの実施形態では、信号インジケ
ータ１６２を、望み通りにお互いから視覚的に区別することもできる。やはり図２に示さ
れているように、仮想グラフ１５４Ａおよび１５４Ｂは、信号次元１９２に沿った基準値
（たとえば、１２０、１５０、１８０、２１０、２４０）を含むことができる。
【００２９】
　図示の実施形態では、波形１５２は、トレーシングを形成するために仮想グラフ１５４
上にプロットされた複数のデータ点を含む。波形１５２を、仮想グラフ１５４の時間イン
ジケータ１５８および信号インジケータ１６２に関してプロットすることができる。波形
１５２の形状または経路は、センサ１１０を介して入手された生理学的信号、隣接する時
間インジケータ１５８の間の時間間隔Δｔ1、および信号インジケータ１６２の間の信号
スケーリングまたは信号間隔Δｓ1に基づくものとすることができる。Δｔ1に対するΔｓ

1（またはΔｓ1に対するΔｔ1）の比率を、仮想グラフ１５４のアスペクト比と等しいも
のとすることができる。したがって、波形１５２の形状または経路を、入手された生理学
的信号および仮想グラフ１５４のアスペクト比に基づくものとすることができる。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、仮想グラフ１５４は、お互いに対して相対的に位置決めされ
た複数のグラフイメージを含むことができる。グラフイメージのそれぞれは、少なくとも
チャート部分１０５の部分的領域を包含することができる。たとえば、仮想グラフ１５４
Ａは、一連の並んで位置決めされたグラフイメージ１７１～１７３を含む。グラフイメー
ジ１７２の全体ならびにグラフイメージ１７１および１７３の一部のみが、仮想グラフ１
５４Ａに示されている。仮想グラフ１５４Ｂは、並んで位置決めされたグラフイメージ１
７２および１７３を含む。グラフイメージ１７２および１７３の一部だけが、仮想グラフ
１５４Ｂに示されている。特定の実施形態では、グラフイメージ１７１～１７３は、実質
的に同一であり、グラフモジュール１２２がＶＳＣ　１５０全体で１つのグラフイメージ
だけを格納し、そのグラフイメージを繰り返すようになっている。時間インジケータ１５
８が規則的な所定の時間間隔を表すために規則的な所定のパターンを維持するようにする
ために、グラフイメージ１７１、１７２、および１７３を位置決めすることができる。し
たがって、波形１５２が、グラフイメージ１７２に沿ってプロットされ、その後、グラフ
イメージ１７３に沿ってプロットされる時に、ユーザに伝えられる情報は、連続的に見え
る（すなわち、中断またはアスペクト比の変化を伴わない）。
【００３１】
　時間が経過し、より多くの生理学的信号が入手される時に、ＶＳＣ　１５０は、方向Ｘ

1に移動する。新しいデータ点をプロットして、波形１５２を延ばすことができる。より
具体的には、仮想グラフ１５４の時間インジケータ１５８および信号インジケータ１６２
は、記録速度で時間次元１９０に沿ってシフトするように構成される。新しいデータ点を
、チャートの端Ｅ1で波形１５２に追加することができる。たとえば、最も最近にプロッ
トされたデータ点は、仮想グラフ１５４の右側に追加される。新しいデータ点が端Ｅ1で
プロットされる時に、システム１００は、仮想グラフ１５４の新しいデータ点の固定され
た位置を登録し、その結果、新しいデータ点は、仮想グラフ１５４と共に移動するように
なる。以前にプロットされたデータ点のそれぞれは、固定された位置を維持する。したが
って、プロットされた波形１５２は、時間インジケータ１５８および信号インジケータ１
６２に関して固定された関係を有し、時間インジケータ１５８および信号インジケータ１
６２と共に記録速度でシフトすることができる。プロットされた波形１５２を、仮想グラ
フ１５４および／またはグラフイメージ１７１～１７３に関して固定された関係を有する
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ものとして特徴を表すこともできる。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、ＶＳＣ　１５０は、たとえばコンピュータモニタまたは他の
タイプのディスプレイの可視領域を通って移動する紙のストリップチャートに似るように
構成される。したがって、ＶＳＣ　１５０は、方向Ｘ1へ記録速度で連続的に移動するよ
うに見えるものとすることができる。このために、システム１００を、所定のフレームレ
ートまたはフレーム周波数（６０Ｈｚ）で一連のフレームを生成し、各フレームをディス
プレイ１０６のチャート部分１０５内に表示するように構成することができる。たとえば
、チャート部分１０５内の各フレームは、各画素がチャート部分１０５内のアドレスを有
する複数の画素を含むことができる。これらのアドレスを、座標（たとえば、ｘ－ｙ座標
）またはベクトルによって定義することができる。
【００３３】
　紙のストリップチャートに似て、ＶＳＣ　１５０は、生理学的信号が記録された時間の
長さに対応する作動長（ｏｐｅｒａｔｉｖｅ　ｌｅｎｇｔｈ）を有することができる。た
とえば、患者の生理学的信号が１時間にわたって記録され、記録速度が３ｃｍ／分である
場合には、紙のストリップチャート（およびＶＳＣ　１５０）の作動長は、１８０ｃｍに
なる。しかし、生理学的信号が、長い時間期間にわたって記録される時には、ＶＳＣ　１
５０の一部だけをチャート部分１０５内に示すことができる。たとえば、チャート部分１
０５内に示されるＶＳＣ　１５０の長さを、約１２．０ｃｍとすることができる。したが
って、本明細書で説明される実施形態を、ＶＳＣ　１５０の視覚的部分を示し、ＶＳＣ　
１５０の残りの部分を格納するように構成することができる。その後、ＶＳＣ　１５０の
残りの部分を、後刻に再検討のためにユーザによって取り出すことができる。
【００３４】
　次で、ＶＳＣ　１５０生成の一例を示す。いくつかの実施形態では、ＶＳＣ　１５０は
、フレーム周波数で表示される複数のフレームを含む。たとえば、あるフレームを、図２
で時刻ｔ0に示されたＶＳＣ　１５０Ａに似たものとすることができ、別のフレームを、
時刻ｔ1のＶＳＣ　１５０Ｂに似たものとすることができる。例示のみのために、ＶＳＣ
　１５０は、記録された生理学的信号の３６０秒に基づく１８ｃｍの作動長を有すること
ができる。ＶＳＣ　１５０は、３６０フレームまたは１秒ごとに１フレームを含むことが
できる。しかし、ＶＳＣ　１５０が、１秒ごとに複数のフレームまたは１秒ごとに１個未
満のフレームを含むことができることを理解されたい。この例では、時刻ｔ0は、記録に
入って約２３５秒とすることができ、時刻ｔ1は、記録に入って約２７５秒とすることが
できる。したがって、ｔ0とｔ1との間の差は、約４０秒である。
【００３５】
　図２に示されているように、ＶＳＣ　１５０Ａによって表されるフレームは、グラフイ
メージ１７１～１７３および波形１５２Ａを含む。プロットされた波形１５２Ａのデータ
点は、時間インジケータ１５８および信号インジケータ１６２、グラフイメージ１７１～
１７３、ならびに／または仮想グラフ１５４Ａに関して既知の固定された位置を有するこ
とができる。システム１００が、別の秒の生理学的信号を受け取った後に、グラフイメー
ジ１７１～１７３を、方向Ｘ1へ１秒（または、図２のΔｔ1の１／１０）を表す距離だけ
シフトすることができ、新しいデータ点を、端Ｅ1に近接して波形１５２に追加すること
ができる。より具体的には、次のフレームを生成するために、グラフイメージ１７１～１
７３をディスプレイに供給することができる。しかし、グラフイメージ１７１～１７３を
、１秒の移動を表す異なるアドレスに供給することができる。したがって、グラフイメー
ジ１７１～１７３が別のフレームを生成するために供給される時に、システム１００が、
チャート部分内の対応するグラフイメージを定義する各画素を再計算する必要はない。そ
の代わりに、グラフイメージ１７１～１７３のそれぞれが、１つの単位として移動される
。そのような実施形態では、システム１００は、他の既知のイメージング方法より少ない
計算を必要とする可能性がある。さらに、上で述べたように、グラフイメージ１７１～１
７３が、実質的に同一である場合がある。そのような実施形態では、システム１００は、



(12) JP 5965650 B2 2016.8.10

10

20

30

40

50

１つのグラフイメージを格納し、複数回表示することだけを要求される。やはり、システ
ム１００は、他の既知のイメージング方法より少ない計算を必要とする可能性がある。
【００３６】
　上で説明したように、ＶＳＣ　１５０Ｂは、時刻ｔ1でのフレームを示し、時刻ｔ1は、
時刻ｔ0の約４０秒後である。時刻ｔ0とｔ1との間に、ＶＳＣ　１５０の複数のフレーム
を、１秒ごとに１つの割合で表示することができる。各新しいフレームは、端Ｅ1での新
しいデータ点を含み、古いデータ点を端Ｅ2で除去させることができる。しかし、システ
ム１００は、生理学的情報の取出を容易にするために、たとえば時間インジケータ１５８
および信号インジケータ１６２ならびに／またはグラフイメージ１７１～１７３に関する
除去されたデータ点の位置を格納することができる。たとえば、ユーザは、ＶＳＣ　１５
０のヒストリを要求するためにユーザインターフェース１０４を介してユーザ入力を入力
することができる。ユーザは、ＶＳＣ　１５０のヒストリを呼び戻すために要求される時
間期間（たとえば、記録の最初から、最後の１０分）を入力することができ、あるいは、
ユーザインターフェース１０４がタッチスクリーンを含む実施形態では、ユーザは、ＶＳ
Ｃ　１５０を通ってスクロールするために時間次元１９０に沿った方向で指を滑らせるこ
とができる。ＶＳＣ　１５０のヒストリが呼び戻される時に、グラフモジュール１２２は
、格納されたグラフイメージを表示することができ、波形モジュール１２１は、プロット
された波形を提供することができる。いくつかの実施形態では、ユーザがＶＳＣ　１５０
のヒストリを再検討している時に、システム１００は、生理学的信号を入手し続けること
ができる。
【００３７】
　図３～５に、一実施形態によるユーザインターフェースの可視領域３００を示す。この
ユーザインターフェースを、たとえばユーザインターフェース１０４（図１）に類似する
ものとすることができる。図３に示されているように、可視領域３００は、その中にＶＳ
Ｃ　３０４を配置されたチャートセクションまたはチャート部分３０２を含む。チャート
部分３０２を、上で説明したチャート部分１０５に類似するものとすることができる。チ
ャート部分３０２は、チャートの端Ｅ3とＥ4との間に延びる。ＶＳＣ　３０４は、生理学
的情報を表示することができる。可視領域３００は、可視領域３００の側面に沿って垂直
に延びる統計データセクション３０６と、可視領域３００の底に沿って水平に延びる機能
セクションまたはツールセクション３０８とをも含む。統計データセクション３０６は、
現在の測定値に対応する数を表示することができる。たとえば、統計データセクション３
０６は、胎児の心臓の電気活性を表す胎児心電図（ＦＥＣＧ）信号と、超音波（ＵＳ）信
号と、子宮活性を反映するＴＯＣＯ信号とを示すことができる。やはり図示されているよ
うに、可視領域３００は、ＶＳＣ　３０４の記録速度を表示することができる。図示の実
施形態では、記録速度は３ｃｍ／分である。
【００３８】
　本明細書で説明される実施形態を、複数のタイプの測定値からの波形情報を表示するよ
うに構成することができる。図示されているように、ＶＳＣ　３０４は、方向ＴＤに延び
る時間次元および方向ＳＤに延びる信号次元を有する仮想グラフ３１４を含む。仮想グラ
フ３１４は、サブグラフ３１６Ａおよび３１６Ｂを有する。各サブグラフ３１６Ａおよび
３１６Ｂは、それぞれの時間インジケータ３１８Ａおよび３１８Ｂと信号インジケータ３
２０Ａおよび３２０Ｂとを含むことができる。ＶＳＣ　３０４は、サブグラフ３１６Ａと
３１６Ｂとの間の空白領域３２２をも含むことができる。空白領域３２２を、メモまたは
他のメッセージをその中に表示させるように構成することができる。
【００３９】
　図３に示されているように、ＶＳＣ　３０４は、第１タイプの生理学的信号に基づく第
１波形３１０と第２タイプの生理学的信号に基づく第２波形３１２とを含む。第１波形３
１０および第２波形３１２は、それぞれ第１部分グラフ３１６Ａおよび第２部分グラフ３
１６Ｂ内に配置される。たとえば、第１波形３１０は、胎児心拍数に対応することができ
、第２波形３１２は、子宮内圧に対応することができる。代替実施形態では、ＶＳＣ　３
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０４が、３つ以上の波形を示すことができる。適宜、ＶＳＣ　３０４は、生理学的信号（
たとえば、別の乳児からの胎児心拍数）に対応する第３波形を表示することができる。そ
のような実施形態は、母親が双子を妊娠している時に使用することができる。このオプシ
ョンのケースでは、第１波形および第３波形をお互いからオフセットして、この２つの波
形を視覚的に区別することができる。たとえば、２つの波形の最下部を、他方から－６０
ｂｐｍだけオフセットすることができる。
【００４０】
　やはり図３に示されているように、ＶＳＣ　３０４は、複数のグラフイメージ３８１～
３８３を含むことができる。この例示的実施形態では、グラフイメージ３８１～３８３は
、同一であり、チャート部分３０２内で並んで配置される。さらに、グラフイメージ３８
１～３８３は、部分グラフ３１６Ａおよび３１６Ｂの諸部分を含むことができる。したが
って、グラフイメージ３８１～３８３のそれぞれは、両方の部分グラフ３１６Ａおよび３
１６Ｂからの時間インジケータ３１８および信号インジケータ３２０を含む。図示の実施
形態では、部分グラフ３１６Ａは、時間間隔Δｔ2および信号間隔Δｓ2によって定義され
るアスペクト比を有し、部分グラフ３１６Ｂは、時間間隔Δｔ3および信号間隔Δｓ3によ
って定義されるアスペクト比を有する。図示の実施形態では、時間間隔Δｔ2およびΔｔ3

は等しいが、信号間隔Δｓ2およびΔｓ3は等しくない。
【００４１】
　したがって、いくつかの実施形態では、第１波形３１０および第２波形３１２が同一の
時間間隔を有し、お互いに関して固定された関係を有するように、第１波形３１０および
第２波形３１２を時間的に同期させることができる。仮想グラフ３１４内の各時点は、波
形３１０の対応するデータ点と波形３１２の対応するデータ点とを有することができる。
この形で、ユーザは、母親と乳児（１人または複数）の生理学的信号を監視することがで
きる。
【００４２】
　本明細書で説明される実施形態は、仮想グラフにオーバーレイされるユーザ生成注釈ま
たはシステム生成通告を含むように構成されるＶＳＣを含むことができる。注釈および通
告は、生理学的情報の分析および／または表示を容易にすることができる。さらに、注釈
および通告を、仮想グラフおよび波形と共に格納し、呼び戻すことができる。たとえば、
図３に示されているように、ＶＳＣ　３０４は、ユーザ生成注釈３３０を含むことができ
る。ユーザ生成注釈３３０は、限度インジケータ３３２および３３４を含むことができる
。図示の実施形態では、限度インジケータ３３２および３３４は、離隔され、部分グラフ
３１６Ａにまたがって水平に延びる平行の破線である。図３に示されたスケーリングに基
づいて、破線は、約１０ｂｐｍだけ離されている。注釈３３０を、ユーザ入力に基づいて
生成することができる。たとえば、ユーザは、長い時間期間にわたる波形の平均移動また
は傾向を判定するのを容易にするために、ＶＳＣ　３０４に注釈３３０を追加することが
できる。より具体的には、ユーザは、波形３１０の識別されたピークで限度インジケータ
３３２をセットし、波形３１０の識別された基準線で限度インジケータ３３４をセットす
ることができる。その後、ユーザは、生理学的信号が長い時間期間にわたって限度インジ
ケータ３３２および３３４に対して相対的にどのように変化したのかを判定するために、
波形３１０のヒストリを再検討することができる。
【００４３】
　図４は、可視領域３００を示し、ユーザ生成注釈３４０および３５０とシステム生成通
告３６０とを示す図である。注釈３４０は、陰付きの（または色付きの）帯またはゾーン
を含むことができる。注釈３４０を、たとえば波形３１０が配置されなければならない場
所を指示するために臨床医によって提供することができる。たとえば、ＶＳＣ　３０４を
再検討する時に、臨床医は、胎児心拍数の「安全」範囲が約９０ｂｐｍと約１２０ｂｐｍ
との間に延びると決定することができる。波形３１０（すなわち、胎児心拍数）がこの範
囲の外に移動する場合には、システムは、臨床医または他のユーザに通知するために警報
を生成することができる。したがって、注釈３４０を、警報限度によって定義することが
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できる。波形が上警報限度（１２０ｂｐｍ）を超えるか、下警報限度（９０ｂｐｍ）未満
である場合には、システムのユーザに通知することができる。たとえば、システムは、患
者の室内または別の離れた室（たとえば、看護士のステーション）内で聞かれる可聴雑音
を生成することができ、あるいは、システムは、ユーザをポケットベルで呼び出すか、何
らかの形でユーザに電子的に通知することができる。
【００４４】
　注釈３５０を、空白領域３２２内に配置することができる。注釈３５０は、システムの
ユーザによって供給されたテキストを含むことができる。このテキストを使用して、書き
留められた時に事象が発生したことを、その後にＶＳＣ　３０４を再検討するユーザなど
のユーザに知らせることができる。たとえば、注釈３５０を、「ｃｈａｎｇｅｄ　ｐａｔ
ｉｅｎｔ　ｐｏｓｉｔｉｏｎ（変化した患者位置）」または「ｐｒｏｖｉｄｅｄ　ｍｅｄ
ｉｃａｔｉｏｎ（提供された薬剤）」を述べるテキストとすることができる。このテキス
トは、波形３１０および／または３１２が変化した理由または患者がある事象に仮にも反
応したかどうかを説明する情報を提供することができる。
【００４５】
　通告３６０を、部分グラフ３１６Ａ全体にまたがって延びる垂直の棒または線とするこ
とができる。システムは、所定の時間期間の後（たとえば、５分おき、１０分おき）また
はシステムが波形３１０および／もしくは３１２内で関心パターン（ｐａｔｔｅｒｎ－ｏ
ｆ－ｉｎｔｅｒｅｓｔ）を識別した後に、通告３６０を自動的に生成することができる。
たとえば、システムは、波形３１０がユーザ生成注釈３４０の上警報限度を超えたことを
判定することができる（たとえば、分析モジュール１２３などの分析モジュールを介して
）。システムは、事象が厄介であるかどうかを判定するために、分析モジュールを使用し
て波形３１０および３１２を分析する。事象が良性であると判定される場合には、通告３
６０は、緑または他の色に着色される。事象が厄介であるかユーザによる分析を要求する
と判定される場合には、通告３６０を、赤（または別の色）に着色することができる。通
告３６０ならびに注釈３３０、３４０、および３５０を、波形３１０および３１２ならび
に仮想グラフ３１４と共に格納することができる。したがって、ＶＳＣ　３０４のヒスト
リを再検討する時に、ユーザは、ユーザによって作られたすべてのメモまたはシステムに
よって提供されるすべての通告に加えて、波形３１０および３１２ならびに仮想グラフ３
１４を再検討することができる。
【００４６】
　図５は、システムによって自動的に生成することもできる要約レポート３７０である。
要約レポート３７０を、周期的にまたはユーザによって要求された時に生成することがで
きる。要約レポート３７０を、表示することができ（たとえば、可視領域３００内に）、
あるいは、要約レポート３７０を、自動的に印刷するか、システムのユーザに電子的に送
ることができる（たとえば、テキストまたは電子メールを介して）。要約レポート３７０
は、要約レポート３７０が生成された時の患者の健康状態を要約した情報を有するセルを
有する行および列を含むことができる。たとえば、要約レポート３７０は、（Ａ）患者の
健康リスク、（Ｂ）患者の収縮、（Ｃ）ベースラインレート、（Ｄ）レートの変動性、（
Ｅ）一過性頻脈が存在するかどうか、（Ｆ）一過性徐脈が存在するかどうか、および（Ｇ
）総合的な事前評価および行動計画に関する情報を提供する行を含むことができる。要約
レポートは、ユーザが情報に関するコメントを入力するスペースを含むことができる。
【００４７】
　図８～９に、それぞれ、上で説明したチャート部分および可視領域内に示すことができ
るＶＳＣ　３７２および３８４を示す。いくつかの実施形態では、本明細書で説明される
ＶＳＣは、ＶＳＣ内の他の波形の時間次元および／または信号次元に関係しない重畳され
た波形を含むことができる。たとえば、ＶＳＣ　３７２は、上で説明した仮想グラフに似
たものとすることができる仮想グラフ３７３を含む。仮想グラフ３７３は、時間次元３７
４および信号次元３７５を含む。上で説明したＶＳＣに似て、ＶＳＣ　３７２は、双子の
乳児の胎児心拍数に対応する波形３７６および３７７と、母親の子宮内圧に対応する波形
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３７８とを含む。ＶＳＣ　３７２は、乳児の一方の心電図（ＦＥＣＧとも呼ばれる）に対
応する波形３７９をも含む。波形３７９は、一般に波形３７６～３７８が発生する時刻の
前後に発生する可能性がある。
【００４８】
　波形３７９の形状または経路を、患者に取り付けられたセンサ１１０（図１）を介して
入手された生理学的信号に基づくものとすることができる。波形３７９は、仮想グラフ３
７３に重畳される。より具体的には、波形３７９の形状または経路は、時間次元３７４お
よび信号次元３７５に基づかない。たとえば、波形３７９は、信号次元が電圧に関係し、
時間次元が通常は胎児心拍数の時間次元とは異なる、通常は心電図について提供される波
形に似ている可能性がある。したがって、波形３７９の特徴を、波形３７６および３７７
に使用される標準規格に関係しない確立された標準規格に従って提供することができる。
【００４９】
　波形３７９を、波形モジュール１２１（図１）によって供給することができる。システ
ム１００は、波形３７９を選択し、ＶＳＣ　３７２に追加するために、入力デバイス１０
８（図１）を介してユーザ入力を受け取ることができる。波形３７９が入手される時間期
間について、波形３７９を仮想グラフ３７３に追加することができる。上で説明した他の
波形に似て、波形３７９のデータ点の位置を、波形３７９が仮想グラフ３７３と共に移動
するように、仮想グラフ３７３の時間インジケータおよび信号インジケータ（または他の
波形）に関して保存することができる。したがって、波形３７９が、一般に波形３７６～
３７８が発生する時刻の前後に発生する可能性があるが、波形３７９によって表される生
理学的信号と波形３７６～３７８によって表される生理学的信号との間に直接の時間的関
係はない。それでも、臨床医は、波形３７９などの重畳された波形を介して患者の健康状
態に関する情報を入手することができる。
【００５０】
　図９に、重畳された波形のもう１つの例を示す。より具体的には、ＶＳＣ　３８４は、
上で説明した波形３７６～３７８に似た波形３８６～３８８を含む。さらに、ＶＳＣ　３
８４は、波形３８９および３９０を含むことができる。波形３９０は、母体末梢酸素飽和
度（ｍａｔｅｒｎａｌ　ｓａｔｕｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　ｏｘｙｇ
ｅｎ）（ＭＳｐＯ2）に関係するものとすることができ、波形３８９は、母体ＳｐＯ2プレ
チスモグラフ信号のスナップショットに対応するものとすることができる。いくつかの実
施形態で、波形３９０に関して示されているように、ＶＳＣ　３８４は、重畳された信号
インジケータ３９１（図９では１００％、９０％、および８０％として図示）を含むこと
ができる。重畳された信号インジケータ３９１を、波形３９０が供給される時に限って設
けることができる。波形３９０の時間次元は、波形３８８の時間次元と同一とすることが
できる。しかし、波形３８９は、波形３８６および３８７に関して使用されるものと同一
のアスペクト比を有しない。たとえば、波形３８９は、波形３８６および３８７より高い
ｍｍ／ｓで記録される。しかし、波形３８９を、通常は臨床医によって分析される確立さ
れた標準規格で示すことができる。
【００５１】
　上記は、ＶＳＣに含まれる重畳された波形の例にすぎない。他の重畳される波形を使用
することができる。たとえば、母親の心拍数をＶＳＣに追加することができる。この代替
波形の時間次元は、胎児心拍数と同一のレートとすることができるが、拍／分値は異なる
可能性がある。重畳された信号インジケータを、このケースの仮想グラフに追加して、波
形の理解を容易にすることができる。
【００５２】
　図６は、一実施形態による、生理学的情報を表示する方法２００を示すブロック図であ
る。次は、生理学的信号に関するが、方法２００を、他の波形信号を用いて同様に実行す
ることができる。方法２００を、たとえばシステム１００（図１）によって実行しまたは
遂行することができる。方法２００は、２０２で生理学的信号を入手することを含む。こ
の生理学的信号は、動物または人間とすることができる個体（たとえば、患者）に関係す
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るものとすることができる。たとえば、生理学的信号は、子宮内圧または胎児心拍数に関
係するものとすることができる。いくつかの実施形態では、生理学的信号は、センサを介
してリアルタイムで患者から直接に入手される。他の実施形態では、生理学的信号を、ロ
ーカルデータベースまたはリモートデータベースを介して入手することができる。
【００５３】
　方法２００は、２０４で、時間次元および信号次元を有する２次元仮想グラフに波形を
プロットすることをも含む。いくつかの実施形態で、その中に波形をプロットされた仮想
グラフは、上で説明したＶＳＣを構成することができる。波形を、たとえば波形モジュー
ル１２１（図１）によって供給することができる。上で説明したように、仮想グラフを、
グラフモジュール１２２によって供給することができ、仮想グラフは、可視領域内に１つ
または複数のグラフイメージを含むことができる。グラフイメージは、１つのグラフイメ
ージだけがシステムによって格納されるようにするために、同一とすることができる。仮
想グラフは、信号インジケータおよび時間インジケータなどの視覚的インジケータを含む
こともできる。視覚的インジケータは、ユーザによる分析を容易にするために仮想グラフ
に沿った所定のパターンを有することができる。たとえば、視覚的インジケータに、所定
のアスペクト比でパターンを与えることができる。仮想グラフのアスペクト比を、分娩監
視に関する米国標準規格または国際標準規格など、類似する紙のストリップチャートに関
する確立された標準規格に一致するものとすることができる。
【００５４】
　方法２００は、２０６で、その中にプロットされた波形を有する仮想グラフを可視領域
のチャート部分に表示することをも含む。可視領域を、ユーザインターフェースのディス
プレイの一部とすることができる。仮想グラフの視覚的インジケータは、波形がプロット
される時に記録速度で可視領域に沿ってシフトすることができる。プロットされた波形は
、視覚的インジケータに関して固定された関係を有し、記録速度でシフトすることができ
る。
【００５５】
　適宜、方法２００は、２０８で、プロットされた波形のヒストリを取り出すためにユー
ザ入力を受け取ることを含むことができる。たとえば、ユーザは、そのユーザが過去２０
分の記録された波形信号を再検討したいことをシステムに伝えることができる。ユーザ入
力を受け取る時に、プロットされた波形を取り出すことができる。プロットされた波形は
、選択された時刻から動き始めることができる。いくつかの実施形態では、ユーザは、ユ
ーザがヒストリを通って前後にスクロールすることを可能にするタッチスクリーンを使用
することができる。たとえば、システムは、ユーザが記録速度より速いレートで生理学的
信号のヒストリを再検討することを可能にすることができる。
【００５６】
　やはり適宜、方法２００は、２１０で、ユーザ生成注釈を仮想グラフに供給するために
ユーザ入力を受け取ることを含むことができる。注釈は、注釈３３０、３４０、および３
５０に似たものとすることができる。注釈をプロットされた波形および仮想グラフと一緒
に取り出せるようにするために、注釈をシステムによって格納することができる。この方
法は、２１２で、関心事象がシステムによって識別されたことをユーザに通知することを
含むこともできる。たとえば、システムは、関心事象に関連する所定のパターンを識別す
ることができる。その後、システムは、可能な関心事象が発生したことをユーザに通知す
ることができる。この方法は、２１４で、上で説明したように生理学的信号の要約レポー
トを生成することを含むこともできる。
【００５７】
　図７は、本明細書で説明されるさまざまな実施形態をコンピュータ可読媒体に格納し、
配布し、インストールできる例示的な形のブロック図である。図７では、「アプリケーシ
ョン」は、上で説明した方法およびプロセス動作のうちの１つまたは複数を表す。図７に
示されているように、アプリケーションは、当初に、ソースコード４０１として生成され
、ソースコンピュータ可読媒体４０２に格納される。その後、ソースコード４０１は、経
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路４０４を介して運ばれ、コンパイラ４０６によって処理されて、オブジェクトコード４
１０を作る。オブジェクトコード４１０は、経路４０８を介して運ばれ、マスタコンピュ
ータ可読媒体４１１上に１つまたは複数のアプリケーションマスタとして保存される。そ
の後、オブジェクトコード４１０は、経路４１２によって示されるように何回もコピーさ
れて、別々の製品コンピュータ可読媒体４１４上に保存される製品アプリケーションコピ
ー４１３を作る。その後、製品コンピュータ可読媒体４１４は、経路４１６によって示さ
れるように、さまざまなシステム、デバイス、端末、および類似物に運ばれる。図７の例
では、ユーザ端末４２０、システム４２１、およびシステム４２２は、その上で製品コン
ピュータ可読媒体４１４がアプリケーションとしてインストールされる（４３０～４３２
によって示されるように）ハードウェアコンポーネントの例として図示されている。
【００５８】
　ソースコードは、スクリプトとして記述され、コンパイルされ、または任意の高水準言
語もしくは低水準言語であるものとすることができる。ソースコンピュータ可読媒体４０
２、マスタコンピュータ可読媒体４１１、および製品コンピュータ可読媒体４１４の例は
、ＣＤＲＯＭ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリ、ＲＡＩＤドライブ、コンピューティ
ングシステム上のメモリ、および類似物を含むが、これらに限定はされない。経路４０４
、４０８、４１２、および４１６の例は、ネットワーク経路、インターネット、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（商標）、ＧＳＭ（商標）、赤外線無線ＬＡＮ、ＨＩＰＥＲＬＡＮ、３Ｇ、衛
星、および類似物を含むが、これらに限定はされない。経路４０４、４０８、４１２、お
よび４１６は、２つの地理的位置の間でソースコンピュータ可読媒体４０２、マスタコン
ピュータ可読媒体４１１、または製品コンピュータ可読媒体４１４の１つまたは複数の物
理コピーを搬送する公衆キャリアサービスまたは私有キャリアサービスを表すこともでき
る。経路４０４、４０８、４１２、および４１６は、１つまたは複数のプロセッサによっ
て並列に実行されるスレッドを表すことができる。たとえば、１つのコンピュータが、ソ
ースコード４０１、コンパイラ４０６、およびオブジェクトコード４１０を保持すること
ができる。複数のコンピュータが、製品アプリケーションコピー４１３を作るために並列
に動作することができる。経路４０４、４０８、４１２、および４１６を、州内、州間、
国内、国間、大陸内、大陸間、および類似物とすることができる。
【００５９】
　句「コンピュータ可読媒体」および「～ように構成された命令」は、ｉ）ソースコンピ
ュータ可読媒体４０２およびソースコード４０１、ｉｉ）マスタコンピュータ可読媒体お
よびオブジェクトコード４１０、ｉｉｉ）製品コンピュータ可読媒体４１４および製品ア
プリケーションコピー４１３、ならびに／またはｉｖ）端末４２０、システム４２１、お
よびシステム４２２内のメモリに保存されたアプリケーション４３０～４３２のいずれか
１つまたはすべてを指さなければならない。
【００６０】
　本明細書で使用される時に、用語「コンピュータ」または「コンピューティングシステ
ム」は、マイクロコントローラ、縮小命令セットコンピュータ（ＲＩＳＣ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、論理回路、および本明細書で説明される機能を実行できる任意
の他の回路またはプロセッサを使用するシステムを含む、すべてのプロセッサベースのシ
ステムまたはマイクロプロセッサベースのシステムを含むことができる。上の例は、例示
にすぎず、したがって、いかなる形でも用語「コンピュータ」または「コンピューティン
グシステム」の定義および／または意味を限定することは意図されていない。
【００６１】
　コンピュータまたはプロセッサは、入力データを処理するために、１つまたは複数のス
トレージ要素に格納された命令のセットを実行する。ストレージ要素は、望みまたは必要
に応じて、データまたは他の情報をも格納することができる。ストレージ要素は、情報ソ
ースまたは処理機械内の物理メモリ要素の形をとることができる。
【００６２】
　命令のセットは、本明細書で説明される方法およびプロセスなどの特定の動作を実行す
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るように処理機械としてのコンピュータまたはプロセッサに命令するさまざまなコマンド
を含むことができる。命令のセットは、ソフトウェアプログラムの形をとることができる
。ソフトウェアは、システムソフトウェアまたはアプリケーションソフトウェアなど、さ
まざまな形をとることができる。さらに、ソフトウェアは、別々のプログラムの集合、よ
り大きいプログラム内のプログラムモジュール、またはプログラムモジュールの一部の形
をとることができる。ソフトウェアは、オブジェクト指向プログラミングの形でのモジュ
ラプログラミングを含むこともできる。処理機械による入力データの処理は、ユーザコマ
ンドに応答するもの、前の処理の結果に応答するもの、または別の処理機械によって行わ
れる要求に応答するものとすることができる。プログラムは、３２ビットオペレーティン
グシステムと６４ビットオペレーティングシステムとの両方で動作するようにコンパイル
される。Ｗｉｎｄｏｗｓ　ＸＰ（商標）などの３２ビットオペレーティングシステムは、
３ＧＢまでのメモリを使用することしかできないが、ＷｉｎｄｏｗのＶｉｓｔａ（商標）
または７（商標）などの６４ビットオペレーティングシステムは、１６エクサバイト（１
６０億ＧＢ）もの多くのメモリを使用することができる。
【００６３】
　本明細書で使用される時に、用語「ソフトウェア」および「ファームウェア」は、交換
可能であり、ＲＡＭメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、お
よび不揮発性ＲＡＭ（ＮＶＲＡＭ）メモリを含むメモリに、コンピュータによる実行のた
めに格納されたすべてのコンピュータプログラムを含む。上のメモリタイプは、例示にす
ぎず、したがって、コンピュータプログラムの格納に使用可能なメモリのタイプに関して
限定的ではない。
【００６４】
　さまざまな実施形態の少なくとも１つの技術的効果は、ユーザによって再検討され分析
され得る仮想的な形で生理学的情報を表示することを含む。もう１つの技術的効果は、ユ
ーザが生理学的情報をすばやく再検討でき分析できるようにするために、ストリップペー
パーチャートの確立された表示標準規格に似た生理学的情報を表示することを含む。もう
１つの技術的効果は、ユーザが、生理学的信号が入手された時の少なくとも一部を再検討
するために生理学的信号を取り出すか呼び戻すことができるようにするために、生理学的
信号のヒストリを格納することを含む。
【００６５】
　上の説明が、制限的ではなく例示的であることを意図されていることを理解されたい。
たとえば、上で説明された実施形態（および／またはその諸態様）を、お互いと組み合わ
せて使用することができる。さらに、本発明の範囲から逸脱せずに、特定の状況または材
料を本発明の教示に適合させるために、多数の変更を行うことができる。本明細書で説明
された寸法、材料のタイプ、さまざまなコンポーネントの方位、ならびにさまざまなコン
ポーネントの個数および位置は、ある種の実施形態のパラメータを定義することが意図さ
れており、決して限定的ではなく、単に例示的実施形態である。特許請求の範囲の趣旨お
よび範囲に含まれる多数の他の実施形態および変更が、上の説明を再検討した時に当業者
に明白になるであろう。したがって、本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲を参照して
、そのような特許請求の範囲が権利を与えられる同等物のすべての範囲と一緒に判定され
なければならない。添付の特許請求の範囲では、用語「ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ」および「ｉ
ｎ　ｗｈｉｃｈ」が、それぞれの用語「ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ」および「ｗｈｅｒｅｉｎ
」の平易な英語の同等物として使用される。さらに、次の特許請求の範囲では、用語「第
１」、「第２」、および「第３」などが、単にラベルとして使用され、その対象に数値要
件を課すことは意図されていない。さらに、次の特許請求の範囲の限定は、手段および機
能のフォーマットで書かれてはおらず、特許請求の範囲の限定がさらなる構造を欠いた機
能のステートメントが続く句「ｍｅａｎｓ　ｆｏｒ」を明示的に使用しない限り、および
そうなるまで、米国特許法第１１２条第６段落に基づいて解釈されることは意図されてい
ない。
【００６６】
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　この書かれた説明は、最良の態様を含めて本発明を開示するため、また、任意のデバイ
スまたはシステムを作ること、これを使用すること、および任意の組み込まれた方法を実
行することを含めて当業者が本発明を実践することをも可能にするために、例を使用する
。本発明の特許可能範囲は、特許請求の範囲によって定義され、当業者が思い浮かべる他
の例を含む可能性がある。そのような他の例は、それらの例が特許請求の範囲の文字どお
りの表現と異ならない構造的要素を有する場合に、またはそれらの例が特許請求の範囲の
文字どおりの表現からの実質的でない相違を有する同等の構造的要素を有する場合に、特
許請求の範囲に含まれることが意図されている。
【符号の説明】
【００６７】
　１００　システム
　１０２　コンピューティングシステム
　１０４　ユーザインターフェース
　１０５　可視チャート部分
　１０６　ディスプレイ
　１０８　入力デバイス
　１１０　センサ
　１１４　システムコントローラ
　１２１　波形モジュール
　１２２　グラフモジュール
　１２３　分析モジュール
　１２４　表示モジュール
　１２５　グラフィカル表現モジュール
　１３０　データベース
　１３２　データベース
　１５０　仮想ストリップチャート（ＶＳＣ）
　１５２　波形
　１５４　仮想グラフ
　１５７　時間インジケータ
　１５８　時間インジケータ
　１５９　時間インジケータ
　１６２　信号インジケータ
　１７１～１７３　グラフイメージ
　１９０　時間次元または時間軸
　１９２　信号次元または信号軸
　２００　方法
　３００　可視領域
　３０２　チャート部分
　３０４　ＶＳＣ
　３０６　統計データセクション
　３０８　機能セクション
　３１０　波形
　３１２　波形
　３１４　仮想グラフ
　３２２　空白領域
　３３０　ユーザ生成注釈
　３３２、３３４　限度インジケータ
　３４０　ユーザ生成注釈
　３５０　ユーザ生成注釈
　３６０　システム生成通告
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　３７０　要約レポート
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